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ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
戦
況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
本
誌
前

号
（
72
号
）
が
刊
行
さ
れ
た
三
月
末
時
点
で
、
キ
ー
ウ
近
郊
に
迫
っ

て
い
た
ロ
シ
ア
軍
は
撤
退
す
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
戦
力
を

集
中
す
る
よ
う
再
配
置
を
行
い
、
現
在
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け

る
占
領
地
の
確
保
・
拡
大
を
試
み
て
い
る
よ
う
だ
。
す
で
に
ロ
シ
ア

軍
は
マ
リ
ウ
ポ
リ
市
街
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
を
排
除
し
た
と
主
張

し
、
同
地
に
残
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
部
隊
は
、
投
降
を
始
め
た
。
そ
し

て
ア
ゾ
フ
海
沿
岸
地
域
は
、
ロ
シ
ア
軍
が
掌
握
す
る
形
と
な
っ
て
い

る
。

ロ
シ
ア
軍
は
再
配
置
、
東
部
・
南
東
部
で
攻
勢
に

　

三
月
下
旬
、キ
ー
ウ
近
郊
の
ロ
シ
ア
軍
は
侵
攻
側
に
あ
る
も
の
の
、

キ
ー
ウ
郊
外
の
森
林
な
ど
に
擬
態
し
て
布
陣
し
て
お
り
、
キ
ー
ウ
攻

略
に
は
程
遠
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
徐
々
に
撤
退
を

開
始
し
、
四
月
一
日
に
は
、
開
戦
翌
日
（
二
月
二
五
日
）
に
確
保
し

た
ア
ン
ト
ノ
フ
国
際
空
港
か
ら
も
撤
退
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
三
月

三
一
日
に
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
境
近
く
の
チ
ョ
ル
ノ
ー
ビ
リ
原
子
力

発
電
所
か
ら
も
撤
退
し
た
模
様
で
、
原
発
の
管
理
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側

に
戻
っ
た
と
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
か
ら
発
表
が
な
さ
れ

た
。
そ
の
た
め
、
キ
ー
ウ
北
西
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
包
囲
網
は
解

消
さ
れ
た
ほ
か
、
米
国
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
戦
争
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｗ
）

に
よ
れ
ば
、
同
市
北
東
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
キ
ー
ウ
包
囲
網
も
解

消
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
よ
っ
て
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
受
け
る
な
ど
の
被

害
は
発
生
し
て
い
る
が
、
キ
ー
ウ
市
は
い
っ
た
ん
、
ロ
シ
ア
軍
の
圧

迫
か
ら
ほ
ぼ
解
放
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が

奪
還
し
た
イ
ル
ピ
ン
、
ブ
チ
ャ
な
ど
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
と
さ

れ
る
一
般
市
民
へ
の
被
害
に
つ
い
て
、
連
日
に
わ
た
り
報
道
さ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
包
囲
に
耐
え
た
キ
ー
ウ
と
は
裏
腹
に
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
お
よ
び
南
東
部
に
お
い
て
ロ
シ
ア
軍
の
攻
勢
は
続
い

拓
殖
大
学
非
常
勤
講
師

伊
藤
嘉
彦

い
と
う　

よ
し
ひ
こ　
一
九
七
七
年
生
ま
れ
。

大
東
文
化
大
学
及
び
独
イ
ェ
ー
ナ
大
学
卒
。

拓
殖
大
学
大
学
院
国
際
協
力
学
研
究
科
博
士

課
程
修
了
。
博
士
（
安
全
保
障
）。

ロ
シ
ア
軍
の
東
方
攻
勢
は「
作
戦
第
２
段
階
」へ

―
―
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
最
新
戦
術
を
駆
使
し
て
攻
勢
に
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て
お
り
、
四
月
一
六
日
に
は
ロ
シ
ア
軍
の
包
囲
下
に
あ
っ
た
マ
リ
ウ

ポ
リ
の
市
街
地
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
“
排
除
”
さ
れ
た
と
ロ
シ

ア
軍
報
道
官
は
主
張
し
た
。
現
地
の
ロ
シ
ア
軍
は
ア
ゾ
フ
ス
タ
リ
製

鉄
所
で
抵
抗
を
試
み
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
を
降
伏
さ
せ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
は
作
戦
の
「
第
２
段
階
」
に
入
っ
た
と
し
て
東
部
ド
ン

バ
ス
地
方
を
制
圧
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
行
動
し
て
い
る
。
四
月

二
六
日
頃
に
は
、
東
部
ハ
ル
キ
ウ
の
南
東
に
あ
る
町
イ
ジ
ュ
ー
ム
で

も
激
し
い
戦
闘
が
発
生
、
五
月
三
日
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
よ
る
反

撃
が
行
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

　

五
月
九
日
は
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
対
す
る
「
勝

利
の
日
」
に
あ
た
り
、プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
演
説
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
を
「
直

接
的
な
脅
威
に
な
っ
て
い
る
」
と
批
判
し
、「
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
受

け
入
れ
ら
れ
な
い
脅
威
が
国
境
付
近
に
あ
る
」
と
述
べ
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
を
正
当
化
し
た
。
こ
の
日
ま
で
に
要
衝
マ
リ
ウ
ポ

リ
を
手
中
に
収
め
、「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共
和
国
」「
ル
ガ
ン
ス
ク
人
民

共
和
国
」
に
対
す
る
「
平
和
維
持
」
も
あ
る
程
度
達
成
し
て
い
る
。

　

キ
ー
ウ
以
北
の
戦
線
で
も
戦
況
の
変
化
が
見
ら
れ
、
Ｉ
Ｓ
Ｗ
に
よ

る
分
析
で
は
、
こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
軍
に
包
囲
さ
れ
て
い
た
ウ
ク
ラ
イ

ナ
北
部
の
都
市
チ
ェ
ル
ニ
ー
ヒ
ウ
お
よ
び
北
東
に
位
置
す
る
ス
ム
イ

周
辺
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
包
囲
が
解
け
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
側
が
支
配
を

回
復
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
五

ヘルソン

ザポリージャ

チョルノービリ原発

キーウ

リビウ

クリミア半島

ドニプロ川

オデーサ

スロバキア

ルーマニア

モルドバ

ハンガリー

ポーランド

ベラルーシ

ロシア軍侵攻と支配地域

ロシア

ロシアが支配したと見られる地域

黒海

スーミ

チェルニーヒウ

ウーマニ

ジトーミル

マリウポリ

ドネツィク

（５月18日現在）

ハリキウ

ルガンスク
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月
一
一
日
、
ハ
ル
キ
ウ
州
の
一
部
を
奪
還
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
一

方
、
同
じ
日
に
ク
リ
ミ
ア
北
西
の
ヘ
ル
ソ
ン
州
で
、
親
ロ
シ
ア
派
幹

部
が
ヘ
ル
ソ
ン
州
の
ロ
シ
ア
編
入
を
ロ
シ
ア
に
要
請
す
る
と
報
じ
て

お
り
、
同
地
付
近
の
政
状
は
流
動
的
で
あ
る
。
現
状
で
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
第
三
の
都
市
オ
デ
ー
サ
も
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
の
標
的
と
な
っ
て
お

り
、
モ
ル
ド
バ
に
お
け
る
親
ロ
シ
ア
地
域
で
あ
る
「
沿
ド
ニ
エ
ス
ト

ル
共
和
国
」
で
も
治
安
維
持
機
関
に
対
す
る
攻
撃
の
情
報
が
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
側
は
、
四
月
一
二
日
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
総
司
令
官
と

し
て
、
シ
リ
ア
内
戦
で
指
揮
を
執
っ
た
ド
ボ
ル
ニ
コ
フ
氏
を
任
命
し

た
。
ロ
シ
ア
軍
の
動
き
は
、
一
定
の
規
律
を
取
り
戻
す
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
る
が
、
五
月
一
四
日
現
在
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
東
部
の
作

戦
は
計
画
ど
お
り
に
は
進
ん
で
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

最
新
軍
事
技
術
に
適
応
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍

　

前
号
記
事
掲
載
時
（
三
月
末
）、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
は
、

ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
北
西
部
お
よ
び
北
東
部
か
ら
半
包
囲
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
と
き
、
首
都
キ
ー
ウ
か
ら
一
五
km
ま
で
ロ
シ
ア
軍
が
迫
っ

た
と
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
持
ち
こ
た
え
た
こ
と
は
、「
街
を
守

り
抜
く
」
市
民
の
高
い
防
衛
意
識
の
ほ
か
、
最
新
の
戦
争
技
術
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
軍
が
適
応
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
偶
然
の
所
産
で
は
な
く
、
二
〇
一
四
年
に
ロ
シ

ア
が
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
併
合
し
た
時
点
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え
る

必
要
が
あ
る
。
ク
リ
ミ
ア
半
島
を
占
拠
さ
れ
る
形
に
な
っ
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
か
ら
の
兵
器
供
与
、
陸
海
空
の
構
成
見
直

し
に
あ
わ
せ
て
、
指
揮
系
統
を
ソ
連
型
か
ら
欧
米
形
式
に
変
更
し
、

二
〇
二
二
年
に
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
、
偽
情
報
な
ど
を
駆
使
す
る
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
戦
に
つ
い
て
経
験
を
有
し
て
い
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ

ミ
ア
半
島
併
合
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
「
新
し
い
戦
争
」
へ
の
適

合
を
進
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

今
回
の
侵
攻
で
特
に
顕
著
な
成
果
の
一
つ
に
、
各
種
ド
ロ
ー
ン
の

活
用
が
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
末
端
の
部
隊
に
も
情
報
収
集
の
た

め
に
ド
ロ
ー
ン
を
配
備
し
、
前
線
で
飛
ば
し
た
ド
ロ
ー
ン
か
ら
得
た

情
報
を
も
と
に
攻
撃
を
行
う
と
い
う
手
法
を
用
い
て
、
ロ
シ
ア
軍
へ

の
打
撃
を
試
み
た
。
今
の
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
軍
が
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

て
相
手
を
撃
破
す
る
映
像
は
乏
し
い
。
ロ
シ
ア
軍
の
前
線
に
お
け
る

装
備
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
そ
れ
に
及
ば
ず
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る

映
像
の
発
信
と
い
う
宣
伝
に
後
れ
を
取
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
ト
ル
コ
・
バ
イ
カ
ル
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
社

の
無
人
攻
撃
機
「
バ
イ
ラ
ク
タ
ル
Ｔ
Ｂ
２
」
を
、
二
一
年
の
段
階
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
に
お
け
る
親
ロ
シ
ア
派
へ
の
攻
撃
で
導
入
し
て
い

た
。
こ
の
と
き
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
よ
る
攻
撃
は
、
賛
否
両
論
分
か

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
回
の
ロ
シ
ア
軍
へ
の
攻
撃
に
も
活
用
さ
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れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
実
際
、
ロ
シ
ア
政
府
が
ト
ル
コ
政
府
に
対
し

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
よ
る
同
機
の
使
用
に
つ
い
て
抗
議
し
た
が
、
ト

ル
コ
側
の
答
え
は
「
戦
争
前
に
納
入
は
完
了
し
て
い
た
」
と
の
返
答

で
あ
っ
た
と
Ｃ
Ｎ
Ｎ
が
報
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
長
く
続
い
て
い
る
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
と
ア
ル

メ
ニ
ア
の
紛
争
に
お
い
て
、
同
じ
ト
ル
コ
系
で
あ
る
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
を
支
援
し
て
き
た
ト
ル
コ
は
、
Ｔ
Ｂ
２
を
提
供
し
、
ア
ル
メ

ニ
ア
に
対
す
る
攻
撃
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、ナ
ゴ
ル
ノ
・

カ
ラ
バ
フ
を
め
ぐ
る
戦
争
で
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
側
が
戦
闘
を
有

利
に
導
き
、
同
地
の
占
領
地
域
の
一
部
を
奪
還
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
と
い
う
情
報
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
ロ
ー
ン
は
今
後
の
戦
争

に
お
い
て
戦
局
を
左
右
す
る
兵
器
の
一
つ
と
な
る
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、
有
効
な
利
用
・
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
軍
の
損
害

は
、
無
視
で
き
な
い
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

各
国
さ
ま
ざ
ま
な
兵
器
が
加
わ
っ
て
の
攻
防

　

ロ
シ
ア
は
二
月
二
四
日
の
開
戦
時
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
上
空
の
制
空

権
を
完
全
に
奪
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
開
戦
当
初
に

行
わ
れ
た
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
防
空
能
力
に
打
撃

を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
有
す
る
地
対
空
攻
撃

兵
器
Ｓ
３
０
０
の
無
力
化
に
失
敗
し
た
ほ
か
、
飛
行
場
へ
の
継
続
的

な
攻
撃
も
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
制
空
権
の
確
保
に
は
程
遠
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
当
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
軍
に

よ
る
侵
攻
三
日
目
ま
で
に
、
航
空
機
一
六
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
一
八

機
を
撃
墜
し
て
お
り
、
当
初
の
目
標
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
ア
ン
ト

ノ
フ
国
際
空
港
の
確
保
も
遅
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
航
空
機
に
対
す
る
攻
撃
に
は
、
航
空
機
対
航
空
機
と

い
っ
た
同
等
の
兵
種
に
よ
る
迎
撃
・
交
戦
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、

今
回
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
で
は
、
歩
兵
携
行
型
対
空
兵
器
で
あ
る
米

国
製
兵
器
「
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
」
が
使
用
さ
れ
た
。
二
〇
一
八
年
以

降
一
四
〇
〇
基
の
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
が
供
給
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

八
〇
〇
基
ほ
ど
追
加
供
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
の
地
対
空
能
力
は
増
強
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー

は
一
定
以
上
の
高
度
を
飛
翔
す
る
標
的
を
捕
捉
す
る
の
に
は
向
か
な

い
が
、
一
定
の
高
度
以
下
な
ら
ば
命
中
を
期
待
で
き
る
。
開
戦
当
日

の
動
画
を
見
る
限
り
、
ロ
シ
ア
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

上
空
を
か
な
り
低
空
で
飛
行
し
、
そ
の
部
隊
は
ア
ン
ト
ノ
フ
国
際
空

港
の
奪
取
を
目
指
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
軍
の
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
の
迎
撃
を
う
け
て
、
搭
乗
し
て
い
た
戦
闘

員
に
よ
る
飛
行
場
奪
取
・
物
資
の
輸
送
と
い
う
目
標
が
容
易
に
達
成

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
今
回
の
侵
攻
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
歩
兵
携
行
型
対
戦
車
兵
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器
を
用
い
て
も
ロ
シ
ア
軍
に
対
し
効
果
的
な
打
撃
を
与
え
た
と
さ
れ

る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
軍
は
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
前
に
あ
た
る
二
二
年
二
月
の
段
階
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
歩
兵
が

携
行
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
砲
Ｍ
１
４
１
を
供
与
し
、
リ
ビ
ウ
近
郊
の
施

設
「
国
際
平
和
維
持
安
全
保
障
セ
ン
タ
ー
」
で
使
用
訓
練
を
行
っ
て

い
た
（
こ
の
場
所
は
三
月
一
三
日
に
、
ロ
シ
ア
軍
の
ミ
サ
イ
ル
攻
撃

を
受
け
た
）。
ま
た
、
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｗ
と
い
う
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
イ
ギ
リ

ス
が
合
同
で
開
発
し
た
携
行
式
対
戦
車
ミ
サ
イ
ル
が
、
英
国
か
ら

三
六
一
五
基
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
送
ら
れ
た
と
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
後
の
二
月
二
六
日
、
米
国

は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
し
て
三
億
五
〇
〇
〇
万
ド
ル
の
武
器
支
援
を
新

た
に
行
う
と
発
表
し
た
が
、
こ
の
予
算
に
多
目
的
ミ
サ
イ
ル
「
ジ
ャ

ベ
リ
ン
」
の
提
供
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
、
バ
イ
デ
ン
米

大
統
領
は
、
す
で
に
五
五
〇
〇
発
以
上
を
供
給
し
て
い
る
と
発
言
し

て
い
る
。
Ｎ
Ｌ
Ａ
Ｗ
お
よ
び
ジ
ャ
ベ
リ
ン
は
、
戦
車
の
装
甲
が
最
も

脆
弱
と
さ
れ
る
天
板
を
打
ち
抜
く
こ
と
が
で
き
る
弾
道
を
描
く
。
翌

二
七
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が
対
戦
車
兵
器
一
五
〇
〇
基
の
提
供
を

表
明
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
も
携
行
式
対
戦
車
弾
「
Ａ
Ｔ

－

４
」
を

五
〇
〇
〇
門
供
与
す
る
決
定
を
下
し
た
。

　

視
点
を
変
え
て
海
上
に
目
を
向
け
る
と
、
四
月
一
四
日
に
は
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
側
の
発
表
と
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
黒
海
艦
隊
の
旗
艦
「
モ
ス

ク
ワ
」
が
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
発
射
し
た
地
対
艦
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ネ

プ
チ
ュ
ー
ン
」
に
よ
り
、
沈
没
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
モ
ス
ク
ワ
は

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
直
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
領
の
ズ
ミ
イ
ヌ

イ
島
を
攻
撃
し
、同
島
の
守
備
隊
を
降
伏
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
巡
航
ミ
サ
イ

ル
で
、
黒
海
お
よ
び
ア
ゾ
フ
海
に
お
け
る
海
上
防
衛
の
一
翼
を
担
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
力
の
一
端
を
知
ら
し
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
三
月
二
五
日
、
ア

ゾ
フ
海
に
面
し
た
南
部
ベ
ル
ジ
ャ
ン
シ
ク
で
、
ロ
シ
ア
軍
の
大
型
揚

陸
艦
「
サ
ラ
ト
フ
」
を
撃
沈
し
、「
ツ
ェ
ー
ザ
リ
・
ク
ニ
コ
フ
」
と
「
ノ

ボ
チ
ェ
ル
カ
ス
ク
」
に
損
傷
を
与
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
ロ
シ

ア
軍
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
対
艦
攻
撃
能
力
に
つ
い
て
一
定
の
脅
威
と

捉
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
キ
ー
ウ
の
ミ
サ
イ
ル
製
造
基
地
へ
の

攻
撃
は
、
そ
の
報
復
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

西
側
諸
国
か
ら
の
大
型
兵
器
供
与
続
く

　

西
側
諸
国
に
よ
る
軍
事
支
援
が
、
か
つ
て
な
い
広
が
り
を
見
せ

て
い
る
。
ド
イ
ツ
は
、「
紛
争
地
に
対
す
る
武
器
供
与
は
行
わ
な
い
」

と
す
る
従
来
の
慣
行
を
破
り
、
ゲ
パ
ル
ト
対
空
戦
車
の
供
与
を
決
め

た
と
さ
れ
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
は
ド
イ
ツ
製
自
走
榴
弾
砲
Ｐ
ｚ
Ｈ

２
０
０
０
の
供
与
を
決
め
た
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
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は
四
月
九
日
に
旧
ソ
連
製
Ｓ
３
０
０
を
供
与
し
、
チ
ェ
コ
は
「
Ｔ

－

72
」
戦
車
の
供
与
を
行
う
と
決
め
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
米
国
は
Ｍ

７
７
７
榴
弾
砲
を
供
与
し
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
も
一
五
五
ミ
リ
自
走

榴
弾
砲
「
カ
エ
サ
ル
」
の
供
与
を
決
め
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
、
各
国
の
議
会
で
の
オ

ン
ラ
イ
ン
演
説
な
ど
で
兵
器
供
与
の
希
望
を
具
体
的
に
述
べ
る
傾
向

が
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対
し
て
は
防
空
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
ア
イ

ア
ン
ド
ー
ム
」
の
供
給
を
要
請
し
た
ほ
か
、
韓
国
に
は
「
ロ
シ
ア
の

ミ
サ
イ
ル
や
戦
車
に
よ
る
攻
撃
を
防
ぐ
た
め
の
防
衛
装
備
が
韓
国
に

あ
る
」
と
訴
え
た
。
ロ
シ
ア
軍
が
東
部
戦
線
で
攻
勢
を
か
け
て
い
る

現
状
に
お
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
、
そ
の
対
策
が
喫
緊
の

課
題
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

当
初
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
ミ
グ
戦
闘
機
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
譲
渡
す
る

と
い
う
交
渉
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
に
、
米
国
は
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
全
体
に

深
刻
な
懸
念
を
抱
か
せ
る
」
と
し
て
、
大
型
兵
器
の
供
与
に
前
向
き

で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
軍
の
行
為
と
さ
れ
る
民
間
人
へ

の
被
害
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
各
国
は
大
型
の
武
器
も
積
極
的

に
支
援
す
る
方
針
に
舵
を
切
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

戦
況
の
長
期
化
は
必
至
か

　

原
稿
執
筆
段
階
（
五
月
中
旬
）
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
方
ド
ン
バ
ス

地
方
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
ロ
シ
ア
軍
の
攻
勢
が
、
ど
こ
ま
で
進
捗

す
る
か
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。

　

現
状
で
は
、
同
地
方
へ
の
介
入
を
強
化
し
た
ロ
シ
ア
軍
は
イ

ジ
ュ
ー
ム
を
掌
握
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
も
、
少
し

ず
つ
周
辺
の
街
を
奪
還
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
他
方
、
Ｉ
Ｓ
Ｗ
に
よ

れ
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
は
ハ
ル
キ
ウ
周
辺
で
攻
勢
を
か
け
、
一
定
の

戦
果
を
挙
げ
て
い
る
と
さ
れ
る
。
今
後
、
ロ
シ
ア
軍
は
大
都
市
の
攻

略
を
目
指
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
仮
に
オ
デ
ー
サ
が
標
的
に
な
り
、

モ
ル
ド
バ
ま
で
戦
線
が
伸
び
る
と
今
度
は
、
沿
ド
ニ
エ
ス
ト
ル
問
題

が
浮
上
し
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

　

一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
統
領
府
の
ア
レ
ス
ト
ビ
ッ
チ
顧
問
は
五
月

七
日
、「
米
欧
か
ら
提
供
さ
れ
る
武
器
が
揃
う
六
月
中
旬
以
降
、
ロ

シ
ア
軍
へ
の
反
転
攻
勢
に
乗
り
出
す
」
と
の
考
え
を
示
し
て
お
り
、

ま
た
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
は
五
月
三
日
の
段
階
で
、
ロ
シ
ア
が

二
〇
一
四
年
に
併
合
し
た
南
部
ク
リ
ミ
ア
の
奪
還
を
目
指
す
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

南
部
へ
ル
ソ
ン
州
の
親
ロ
シ
ア
派
は
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
を
強
化

し
よ
う
と
し
て
い
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
も
“
失
陥
”
し
た
ク
リ

ミ
ア
の
回
復
を
あ
き
ら
め
て
い
な
い
。
現
状
況
で
は
、
ロ
シ
ア
軍
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
の
攻
防
は
続
き
、
か
つ
て
の
よ
う
な
停
戦
協
定
へ
の

動
き
は
少
し
難
し
く
な
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。
●




